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１．会長挨拶                        

（一社）千葉県助産師会 会長 志村 千鶴子 9地区 亀田医療大学大学院 

2025 年 4 月 27 日（日）に開催された令和 7 年度通常総会は、会員の皆様のご

協力により滞りなく終了いたしました。ご出席いただいた皆様に、熱く御礼申し上げま

す。今年度も会長として、Ⅰ期 2年目を務めさせていただきます。 

少子化の状況を踏まえ、安心・安全な子育て環境を整えるため産後ケア事業が拡

充され、昨年度以降、利用者が急増している現状があります。「産後ケア事業及び産

婦健康診査事業等の実施に関する調査」（子ども家庭庁，2023）での 47 都道府県

（1,183 市区町村）の回答によると、宿泊型では、81.9％で医療機関、46.3％で助産

所に、デイサービス型では、68.2%で医療機関、55.6%で助産所に、アウトリーチ型で

は、44.1％が助産所、24.8％が助産師会に委託しています。また、4 割強の市町村

は精神疾患がある場合の対応を課題として挙げ、約 5 割がガイドライン・マニュアル

等による安全性とケアの質の担保を求めています。本会では、安心・安全な出産や

子育て支援の新たな展開に向けて、三部会および安全対策委員会を中心に安全管

理体制を整備・拡充し、会員の皆様が安心して活動できる環境を整えてまいります。会員の皆様には、これまでにも増

して、ご理解とご協力をいただけますようお願い申し上げます。 
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2．令和 7年度 一般社団法人千葉県助産師会通常総会報告     

（一社）千葉県助産師会副会長 清水 清美 6地区 城西国際大学看護学部 

 4月 27日（日）に千葉市文化センターにて、令和 7年度（一社）千葉県助産師会通常総会を開催しました。 

 総会では、志村会長より新しく組織された新理事体制の 1年間の振り返りと、本年度の意気込みについての挨拶から

始まり、来賓には千葉県看護協会会長 増渕美恵子様、千葉県健康福祉部医療整備課看護師確保推進室室長 鈴

木孝史様には参列いただき、温かいエールをいただきました。また、所用で出席できなかった千葉県医師会会長 入

江康文様からは、お祝いのメッセージをいただきました。 

 

    令和 6年度に表彰を受賞された方々をご紹介いたしました。おめでとうございます。 

恩赦財団母子愛育会会長表彰          進藤典子様 

公益社団法人母子保健推進会議会長表彰  島森孝恵様  

公益社団法人日本助産師会会長表彰     正林文子様  富田三奈子様 

 

 

志村会長挨拶  来賓 左から 鈴木様 増渕様         受賞者 左から富田様・正林様・進藤様 

 

 審議事項においては、総会参加者 69 名と委任状 156 通で 225 名、会員数 373 名の 1/3(124 名)以上となり総会

が成立し、以下の議事において、加藤氏と増田氏の円滑な議長の進行により、今年度はすべての議案について可決さ

れました。コロナ前のにぎやかな総会に戻りつつあることを実感しました。この度、参加できなかった会員の皆様におい

ても、早期に委任状を郵送いただきご協力ありがとうございました。 

 

 

第 1号議案 令和 6年度 活動報告 

第 2号議案 令和 6年度 収支決算報告および監査報告 

第 3号議案 令和 7年度 事業計画（案） 

第 4号議案 令和 7年度 収支予算（案） 

 

 

 

                                   左から 増田様 加藤様 
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3. 令和 7年度 理事・監事・委員一覧                              

 

☆理事　◎部会長・委員長  ※オブサーバー

氏名 氏名

☆志村千鶴子 ◎金子真理恵

☆清水清美 進藤延江

☆根岸雄子 鈴木香里

☆◎米丸充咲 今ひろみ

小柴和子 末安早苗

田中弘美 足立千賀子

☆◎來田美鈴 塩見良子

遠藤隆子 水野由香子

小椋利絵 伊東千佳子

神崎雅子　 徳永悦恵

☆◎山中真弓 稲葉和子

大江朋子 志賀祥子

大久保洋子 ◎石井智美

1地区 ☆小林由美子 舛田静恵

2地区 ☆塩見良子 臼井亜紀子

3地区 ☆伊藤志保 太田のぶ子

4地区 ☆金子みゆき 志賀祥子

5地区 ☆根本由起子 小柴和子

6地区 ☆白倉美智子 ◎志村千鶴子

7地区 ☆菅谷厚子 ◎志村千鶴子

9地区 ☆小柴和子 ◎志村千鶴子

内部監事 足立千賀子 ◎小路和子

外部監事 川合淳一 増田文子

☆吉田広美 伊藤志保

新井未央 鶴岡利江子

遠藤敏子 横山鮎美

総務担当理事 ☆安達桃子 石毛光代

公文書担当 吉田文子 新森永遠路

事業部担当 髙山真美 安達桃子

HP・ML担当 大木直美 ◎末安早苗

岩本友恵 小林由美子

大野祐子 足立千賀子

◎齋藤明子 加藤睦

宇梶智恵美 加藤小百合

佐藤幸江 前野舞

富田三奈子 ◎加藤ほのみ

☆◎山田万希子 加藤睦

石井恵美子 東亜紀

五十部 恵 田村陽子

古賀千恵子 生駒千景

戸村理恵 武田智子

増田文子 古賀千恵子

◎的場晴美 井上由子

來田美鈴 菅谷厚子

佐藤重子

山中真弓

米丸充咲

※清水清美

令和7年度　理事・監事・委員一覧
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4. 助産所部会研修                               

助産所部会長 米丸 充咲 5地区 あびこ助産院院長 

「1％の風景」上映会を終えて 

令和 7年 2月 23日（日）「1％の風景」上映会を開催し、一般 58名、高校生以下 6名、未就学児 10名、計 74名

が来場してくださいました。そして、千葉県内で分娩をメインに助産所を開業している助産師 11 名と助産所部会員 2

名が集まりました。この映画は、99％のお産が病院やクリニックといった医療施設で行われている日本で助産所や自宅

での出産という「1％の選択」をした 4人の女性のお産と彼女たちをサポートする助産師の日々をみつめたドキュメンタリ

ー映画です。助産所で助産師が行う寄り添う自然分娩の周知と助産師との交流を企画しました。アンケートに「1 人でも

多くの満足な主体的幸せなお産、女性が尊重される、が体験できると良いなと思いました」、「助産院での安らぎに満

ちたお産がスタンダードになるといいなあと思いました」、「助産師の仕事やじっくりお産に向き合う様子、何より命が

誕生する瞬間を見られてよかった」と、嬉しい感想を頂きました。また、フリートークでは「助産師の皆さんの普段大

切にしている想いを聴くことが出来て良かったです」「自宅でのお産や助産院でのお産をした方、また妊婦さんのお話

も聴けて良かったです」と交流が出来ました。これからも、助産所の自然分娩を守り続けるために地道な活動をしていき

たいと思います。皆様の応援、ご協力の程よろしくお願い致します。 

 

 

5. 保健指導部会研修                              

保健指導部会 遠藤 隆子 7地区 出張専門ノンナ助産院 

保健指導部会では 2024 年 12 月 1 日（日）船橋市勤労市民センターにおいて「最近の“母乳育児あるある”につい

て語り合いませんか」をテーマに交流会を開催致しました。 

 【乳房トラブルのため早期断乳に至ったケース】と【母乳育児を希望しながら乳児の生理に合わせた授乳をしないケー

ス】のふたつの事例紹介を行い、19 名の参加者からは多くの質問と活発な意見交換がされました。父親が育児休暇取

得し、育児をシフト制で行うことで授乳スタイルが変化していることや、授乳に限らず“ねんねトレーニング”などの相談

に戸惑うといった声も聞かれました。また、７地区の高橋佳子さんより、安全な「添え乳」「添い寝」についてもイラスト入り

資料を用いてお話しをしていただきました。 

  アンケートでは、参加者全員から「とても良かった」との評価を頂き満足度の高い交流会となりました。 

参加された方の感想（一部抜粋） 

   ・同じような悩みを共有できて良かった。 

   ・自分が正しいと思ってやっていたことも、根拠が薄いと改めて考え直すことができた。 
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   ・添え乳の話がわかりやすくて良かった。 

   ・他の助産師のケアについて話を聞ける機会がほとんどないので、今回聞けて良かった。 

日々の活動では悩んだり、迷ったりすることもあるでしょう。今後も皆さんと思いを共有することができる交流の場を作

っていきたいと思います。 

 

6．勤務助産師部会研修                      

勤務助産師部会 大久保 洋子 4地区  八千代市前田産婦人科 

2 月 2 日（日）、八千代市の前田産婦人科で胎児エコー研修会を実施しました。午前の部・午後の部と 5 名ずつ募

集し満員御礼となりました。講師は山王病院で助産師外来を担当していた紺野彩子氏、山田初美氏にお願いし、実践

力をつけていただく目的で少人数で開催しました。エコーを何度も触ってもらうことが重要と考え、妊娠中期の妊婦さん

に協力いただき、胎児エコーのモデル器械と実際の妊婦さんの二つのブースに分かれ、待ち時間を減らし実施するこ

とができました。胎位・胎向、推定体重測定、羊水量測定、臍帯ドップラーの他に、回旋異常の見方を理解してもらいま

した。動かない胎児エコーモデルでは楽に計測できるものの、実際の妊婦で動く胎児の計測の難しさを体感しました。

講師から正しい断面をだすためのプローブ操作・コツ・エコー器械の操作活用方法など、自分だけでなく他人が実施し

ているのをみて別の視点からも学ぶことができ、参加者は終始集中していました。 

また、胎児計測だけでなく、臨床でよく遭遇する回旋異常のエコーの活用についての質問も多数ありました。回旋異

常はエコーでどのように見えるのか、進まないお産の診断ができれば、分娩促進の援助がさらに充実します。 

胎児エコーの技術は、施設の助産師外来の有無や個人の経験によっても左右され、日頃から実施していないと苦

手意識がある分野です。そのため講義だけでなく、とにかく繰り返し実施することがなによりの自信につながります。今

回の研修は、一人一人丁寧に実施できたことで、参加者が今までよりも自信をもってエコーをやってみようと思える研修

内容だったと思います。 

実際のアンケートでも満足度が高く、「わかりやすかった」「明日から頑張ろうと思った」といったコメントをいただき、他

にも再開催への要望や、半日だけでなく１日の研修の希望もありました。小規模でも質の高い研修ができたと実感して

おります。 

今後も、勤務助産師会は充実した研修に向けて企画をしていく予定です。9 月に立花良之氏をお迎えし、「こころに

寄り添う産後ケア」というテーマで、周産期のメンタルヘルスケアについての支援を学ぶ予定です。産後 2 週間健診で

の EPDS の活用方法など、より良い支援につながる内容となっています。さらに充実した活動について検討するため、

勤務助産師へのアンケートも実施していきます。 

どうぞご協力お願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居心地いいよ…  
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7. 安全対策委員会研修                              

安全対策委員会委員長 的場 晴美 5地区 みらい助産院 

  「インシデント・アクシデント報告から学ぶ」 

医療安全研修会を１月 26 日開催し、17 名の方に参加していただきました。今後も皆さまと顔の見える関係を作って

いきたいと思いますので宜しくお願い致します。以下、研修会で学んだことを報告致します。 

1.  医療安全の意義…志村千鶴子会長より 

  地域の不特定多数の場で行う助産活動では、インシデント・アクシデントの影響因子は複雑で多岐にわたる。会員

は真摯に活動しているが、「人は誰でも間違える」ことを前提に、個々の要素の質を高めつつ、システム全体を安全

性の高いものにしておくことが大切である。起きてしまった場合は、速やかに報告することでみんなで共有することが

でき、速やかな対応に繋がり、誠実な対応が信用を得て、今後につながることになる。安全対策および危機管理体

制を構築して、会員および本会を守る必要がある。 

2. グットプラクティス発表…生と性の健康教育委員会 小路和子さんより 

  健康教育の日程が間違っており、生徒への講演が中止となった件の再発防止策を検討した。 

 「確認」講座日程を決めた日、「打ち合わせシート」で確認、「講師依頼用紙」で確認する。 

 今回は日程であったが、時間・会場・対象者・内容・講師料など、全てに

おいて 3 回確認する。講師が複数の場合は、お互いに確認する。誰かの

ものではなく、誰にでも起こりうることとして、全ての講師が自分のこととし

て受け止め、意識を持ち、確認できるよう、情報共有する。委員会内でも

各自様々な経験があった。個人の経験にとどめず、皆の学びとなるよう提

出の励行をお願いしたい。 

3. グループワークの実施・発表。 

4. まとめ  

 報告は誰が？…誰でも OK、当事者でも発見者でも OK。報告者が任 

  意に作成。 

 報告の方法…緊急対応が必要な場合、まず電話やメールで一報を入 

れる。「インシデント・アクシデント報告書」を日本助産師 

会の HPからダウンロードして入力。助産所部会・勤務部 

会は部会長、保健指導部会は地区長へメールあるいは  

郵送にて提出 。 ※情報漏洩の観点から FAXは使用し 

ない。 

 感想（以下抜粋） 

・研修会に参加することで、自分事として身が引き締まります。 

  慣れてしまうこと無く、確認を大事にしていく事がまず大切だと思いました。 

・グループワークをやることで考えが深まりました。インシデント報告は、あなたを責めるものではないこと、組織を良く

するために行うこと、そのことが皆で学ぶことをしっかり踏まえたうえで当事者に寄り添って行けば良いのだと思いま

した。 

・生と性の委員会の方の誠実な姿勢がとても素晴らしいと思いました。 

・人は誰でも失敗する。失敗を恐れたり、隠しては成長や学びにはつながらないのだと思っている。 

・当事者の気持ちに寄り添った対応、スタッフ同士の共有、定期的な研修会への参加の必要性をみんなに伝えてい 

くことも大切だと思いました。 
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8．子育て委員会                            

 子育て委員会委員長 石井 智美 9地区 はじめのいっぽ助産院／木更津市役所 母子保健コーディネーター  

 日頃より、会員の皆様におかれましては、各分野でご活躍のことと存じます。今年度の「助産師の電話無料相談」は 9

地区が担当しており、月・金の 9時～12時まで子育て委員 6名、協力員 30名で運営しております。 

 協力員の連絡手段の一つとして LINE グループを活用し、担当リマインドをはじ

め、急な対応にも備えています。また、協力員同士の相談の場にもなっています。

相談件数は減少傾向にあるのですが、相談内容などからまだまだ需要があると感

じています。引き続き、皆様方のお力添えを賜りたく思います。 

 7 月 27 日（日）は、川島広江氏（千葉市助産師会会員）に講師をお願いし、研修

会も予定しておりますので、奮ってご参加のほどお願い致します。 

9. 産後ケア（君津市）                               

君津市訪問型産後コーディネーター 渡邉 真澄 9地区 ますみ助産院  

 9地区の君津市・木更津市・袖ケ浦市・富津市では、令和 3年 10月から居宅訪問型の産後ケアが開始になりました。

当初は育児不安が強く、サポートのいない人が対象になることが多かったのですが、幅広く利用出来るようになり、利用

者さんにとって使いやすい状態になってきています。 

 以前は、医療機関で治療中の方・児が退院していない等で利用出来ませんでしたが、改正により治療中の方も利用で

きるようになりました。乳腺炎で切開後のお母様が利用された時がありました。乳房ケアをしながら治療を続けてもらうこ

とが出来、新たな乳腺炎の防止及び精神的な支えになり、心強かったと感想をいただくことが出来ました。 

 また、児が NICU 入院中のお母様も利用されたことがありました。早産児にとって、母乳はとても大切なものです。母

乳を搾って届ける事が母として最大限出来る事であり、喜びだと思います。しかし、上手く搾れなかったり、搾乳し過ぎ

ることで分泌過多に陥り、乳腺炎症状を引き起こしたりすることもあります。そのフォローが出来て良かったと思います。 

 産後入院は、昔と比べて入院日数が短縮しています。産後 4 日目で退院することも多く、退院日頃に乳房緊満のピ

ークを迎えます。そうすると、児の吸い口である乳頭・乳輪が硬くなって浮腫み、深く吸啜できません。母乳をあげたい

のに上手に上げられず、悩まれる方を多く見かけます。育児手技もしっかり習得出来ない方もいらっしゃいます。退院

後直ぐからの関わりの重要性を感じます。市の担当者から『こういう方がいるのですが、出来る限り早く対応をお願いし

ます』と連絡が入ることがあります。コーディネーターとして、その思いに応えられるよう、訪問助産師の横の連携がしっ

かりとれるようにしていきたいと思います。市のホームページに、産後ケアについての案内は掲載されていますが、産後

ケアの認知度は低く、「自分は対象ではない」と思っている方が多いと聞いています。母子健康手帳の無料券等に産後

ケアの利用券がつくなど、使いやすいシステム化を望みます。産後ケアで介入することにより、利用者さんが楽しく育児

が出来るようになったら嬉しいです。アンケート結果より、産後ケアを利用された方からの『利用して良かった』という意

見が多く、令和 5年～6年にかけて 87％（55件中）の方が高評価でした。23％の方がほ

ぼ高評価でした。内容としては、『おっぱいのケアが受けられた・授乳の不安が軽くなった

等』が多く、話を聞いてもらえるだけで有難い等の感想が

あり、産後ケアの必要性を感じています。 

                   

 

 

みんなでサポート  
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10．編集後記                           

2025年の大阪・関西万博が開催されています。テーマは「いのち輝く未来社会」です。 

未来を担う子どもたち、その命を支えるお母さんたち、そして命の現場で日々奮闘する私たち助産師。万博をきっかけ

に、社会全体が改めて命の大切さや育む力に温かい目を向けてくれることを願っています。 

 

広報委員：齋藤明子・佐藤幸江・宇梶智恵美・富田三奈子 

 

１．研修会について 

※詳細は千葉県助産師会ホームページ（"http://www.midwife-chiba.org）にてご確認下さい。 

開催日 時間 研修会名 場所 担当 

7月 27日（日） 13：00～15：00 更年期ウィメンズヘルス支援に助産師

が変わる意義と役割 

オンライン 子育て委員会 

8月 5日（火） 9：30～12：30 

13：45～16：45 

分娩室でのリラクゼーションとフリースタイル分娩 

妊娠中から身体を整えるための骨盤ケア（初級編） 

千葉市生涯学習 

センター（和室） 
助産所部会 

午前：小柴和子 

午後：米丸充咲 

9月 18日（木） 9：30～11：30 心に寄り添う産後ケア オンライン 勤務助産師部会 

立花良之先生 

9月 28日（日） 9：00～12：30 

13：00～16：30 

NCPR スキルアップ研修（午前の部） 

NCPR スキルアップ研修（午後の部） 

 

千葉市民会館 

 

教育委員会 

 

２．理事会の日程（7月～11月） 

 開催日 時間 場所  

第 4回 8月 31日(日) 9：30～12：30 千葉市民会館  

第 5回 11月 23日(日) 9：30～12：00 千葉市民会館 ※菜の花会 

３．INFORMATION 

☆菜の花会について 

  11月 23日（日）の午後、菜の花会を開催します。昼食を摂りながら、皆さんと楽しく語り合いたいと思いますので 

奮ってご参加ください。会員の方には後日、案内状を発送させていただきます。 

☆会計より 

  会費の口座振替手続きへのご協力をお願い致します。口座振替のご登録は、日本助産師会ホームページの会員 

  マイページ＞＞会員情報の確認・変更＞＞口座情報＞＞口座変更申請よりお手続きをお願い致します。 

４．メーリングリストについて 

・氏名や住所の変更があった場合は、速やかに変更手続きをお願い致します。 

・メーリングリストに登録すると、助産師会と関連のある団体の研修会の案内等も届きます。 


